
令和２年度 報告書

～地域ケア会議の参加者と創った取り組み～

個別課題の解決、ネットワークの構築、地域課題の発見等の

実績を積み上げ、地域づくり、社会資源の開発へとつながった

地域ケア会議、創設された事例の発表です。



No.１ 地域包括支援センター高森台・石尾台

地域で気軽に参加できる場づくり

No.２ 地域包括支援センター高森台・石尾台

移動負担の少ない集会場を活用

No.３ 地域包括支援センター高森台・石尾台

会員同士の助け合いの取り組み

No.４ 地域包括支援センター高森台・石尾台

協議会からうまれた孤食予防の取り組み

No.５ 地域包括支援センター高蔵寺

気噴未来につなぐ会「助け合い活動」

No.６ 地域包括支援センター南城

気軽にできるラジオ体操で元気な身体作りを！

No.７ 地域包括支援センター松原

道場山サロン

No.８ 地域包括支援センター松原

よつ葉のクローバー会

No.９ 地域包括支援センター松原

太極拳六軒屋同好会

No.10 地域包括支援センター松原

六軒屋地区社会福祉協議会見守り活動

No.11 地域包括支援センター松原

道風くん気にしてネット

No.12 地域包括支援センター東部

コロナ禍における地域住民の見まもり活動

No.13 地域包括支援センター柏原

withコロナ時代の新しい高齢者の生きがい作り

「未来ヴィレッジ手仕事プロジェクト」が始まります！

No.14 地域包括支援センター中部

介護予防を通じた生きがい＆交流の場づくり

No.15 地域包括支援センター西部

ひとり歩き高齢者声かけ模擬訓練



№ 1 包括名

日にち 1.7.25 参加者
地区社協（２名）、民生委
員（２名）、地域福祉コー
ディネーター

日にち 1.7.29 参加者
地区社協、地域福祉コー
ディネーター

日にち 参加者

地域包括支援センター高森台・石尾台

タイトル 地域で気軽に参加できる場づくり

地域課題
・高齢者向けの通いの場はあるが、会に加入する条件が
あり、地域問わず誰でも気軽に参加できる場がない。

地域ケア個別会議

地域ケア会議

地域ケア会議

会議の成果

【概要】地域問わず誰でも気軽に参加できる介護予防の為
の集まりの場を、講師派遣事業を活用し立ち上げた。内容
は歌声ひろばを実施。
【実施主体】民生委員の有志
【継続の方法】R1.10～スポーツクラブNASのホールを借
り、毎週水曜日に実施。講師派遣事業終了後のR2.1～は
月１回開催。R2.4～住民主体サービス補助制度を活用し
ている。新型コロナウイルス感染拡大防止の為、集まりの
場を開催することは中止しているが、参加者へ手紙（口腔
体操などの紹介）をポスティング・郵送し関係が途切れな
いように取り組んでいる。

写 真 写 真写 真

[ 活動の様子 ][ 活動の様子 ]



№ 2 包括名

日にち
令和元年
11月13日

参加者
分譲住宅役員・
地域福祉コーディネー
ター

日にち
令和元年
12月9日

参加者
分譲住宅役員・
地域福祉コーディネー
ター

日にち

会議の成果

【概要】平らな立地にある中央台特別分譲住宅の集会場を
活用し、集まりの場を設ける。

【実施主体】中央台特別分譲住宅住民が中心

【継続の方法】毎週異なった講師を招き、参加者が飽きず
参加できるよう仕組みにしている。（脳トレ・筋力トレーニン
グ等の介護予防や運動機能向上プログラムの実施：第２・
４週は同じ講師が実施）

地域課題

高齢者世帯や独居世帯が増加
地域住民の関係が希薄
坂道や段差が多く、移動負担が少なく通える場がない

地域包括支援センター高森台石尾台

地域ケア個別会議

地域ケア会議

地域ケア会議

タイトル 移動負担の少ない集会場を活用

写 真 写 真 チラシ



№ 3 包括名

日にち 1.10.31 参加者
高蔵寺NTコグニクラブ会
長、地域福祉コーディ
ネーター

日にち 2.2.10 参加者
高蔵寺NTコグニクラブ会
員（１４名）、地域福祉
コーディネーター

地域ケア会議

地域ケア会議

地域課題 ・集まりの場はあるが、日常生活の困りごとの援助を行う
資源は乏しい。

・知らない人から支援を受ける事に抵抗がある方が多い。

地域包括支援センター高森台・石尾台

タイトル 会員同士の助け合いの取り組み

・地縁関係がなく高齢者世帯、独居の方が多い地域の為、
頼る人がいない。

会議の成果

【概要】運動、認知機能低下予防のサロン会員の中で、見
守り支援をしたり、活動日をお知らせするなどの取り組み
をしている。会員同士での助け合いを行う為、仕組みづく
りを行なった。
【実施主体】サロン会員（住民主体サービス）
【継続の方法】R2.４～補助金を活用。会員の中でお助け
サポーターを結成し、月１回情報交換。会員の中で独居で
様子が心配な方へ月１回、訪問し様子を伺っている。会員
の中で困りごとがあれば、会員の有志が手伝っている。

[ 活動の様子 ][ 活動の様子 ]

[ 活動の様子 ][ 活動の様子 ]

コグニクラブ

代表

活動日に電話

し、お知らせ

送迎サービス

の手配

送迎の支援



№ 4 包括名

日にち 2.2.17 参加者

地区社協、民生委員協
議会、老人会、自治会、
住民主体サービス（19
名）

日にち 参加者地域ケア会議

会議の成果

【概要】孤食予防を目的とし、普段一人で食事をしている方
が集まり夕食を楽しむ。憩いの家で野菜作りをし、できた
野菜を料理に活用するなど、参加者の知識や経験を活
用。
【実施主体】石尾台地区社会福祉協議会食楽会
【継続の方法】食楽会代表が中心になり、毎月1回実施。3
カ月に1回参加者募集し、参加者の入れ替えをしている。

地域課題

地域包括支援センター高森台・石尾台

タイトル 協議会からうまれた孤食予防の取り組み

・男性高齢者の参加が少ない

地域協議会

写 真 写 真 チラシ

[ 活動の様子 ]



№ 5 包括名

日にち
平成31年
4月23日

参加者
気噴公民館館長・民生委員
・生活支援コーディネーター

日にち
令和元年
7月19日

参加者
民生委員・自治会・公民館館長
・生活支援コーディネーター

日にち
令和元年
12月17日

参加者

民生委員・自治会・ケアマネジャー
・サロン代表者・老人会
・公民館館長
・生活支援コーディネーター

地域包括支援センター高蔵寺

タイトル 気噴未来につなぐ会「助け合い活動」

地域課題

・古くから居住している世帯と、転入した若い世帯の世代間交流
がなく、近隣関係が希薄になっている
・自治会や老人会などの加入率が低下し、さらに役員の担い手
が不足している

地域ケア個別会議

地域ケア会議

地域ケア会議

会議の成果

【概要】細かい支援ができる仕組みには、日頃のお付き合い（顔
の見える関係）が重要である。
広報物を活用するなど、情報発信することも重要である。

【実施主体】自治会の自主事業として展開

【継続の方法】協力者と町内の有識者で定例会を開催し、課題
の抽出や解決について、検討する場を設けている。

写

気噴町三世代交流の様子

地
域
ケ
ア
会
議
の
様
子



№ 6 包括名

日にち 9月23日 参加者
本人・民生委員・通所介
護事業所・ケアマネ
ジャー（包括）

日にち 10月14日 参加者
民生委員・地域住民・地
域福祉コーディネーター

会議の成果

【概要】コロナ禍においても活動可能な場所を作り、身体を
動かして心身機能の向上を図る。

【実施主体】町内会長や民生委員を中心とし、地域住民の
自主的な活動として展開。

【継続の方法】ラジカセは誰でも取り出せる公園内の倉庫
に保管。参加者の中で話合いながら自然に継続していけ
る体制が整うよう見守っている状況。

地域課題

　・老人会がなくなり、高齢者の交流の場がない。
　・サロンがコロナ禍で中止となっている。交流が軽減する
　ことにより刺激がなくなり、生活意欲の低下にもなりかね
　ない。

地域包括支援センター南城

地域ケア個別会議

地域ケア会議

タイトル 気軽にできるラジオ体操で元気な身体作りを！



№ 7 包括名

日にち 2月21日 参加者

親和会理事、西山倶楽部、
新規道場山サロン会長、
民生委員、市老連会長、
地域福祉コーディネーター

日にち 3月2日 参加者
親和会理事、西山倶楽部、新規道場
山サロン会長、
地域福祉コーディネーター

地域協議会

会議の成果

【概要】既存の西山倶楽部の有志の方たちが中心となって、新た
に市営道場山住宅の住民も来れるような集まりの場所を設立した

【実施主体】西山倶楽部の役員を中心として開催

【継続の方法】参加者の生活に負担とならないよう月200円の会費
コロナ禍でも行えるよう感染予防に十分注意し、集会場前の公園
も利用し、体操等を行えるよう検討する

地域包括支援センター松原

タイトル 道場山サロン

地域課題
・西山町市営道場山住宅の住民向けの集まりの場所がない
・西山町市営道場山住宅の住民と西山町の住民との関わりがな
い

地域ケア会議



№ 8 包括名

日にち 2月21日 参加者

六軒屋地区社会福祉協議会（会
長・前会長・役員）、
民生委員、クローバー会代表、
地域福祉コーディネーター

日にち 3月13日 参加者
クローバー会代表、地域福祉
コーディネーター

地域協議会

会議の成果

【概要】少人数でアットホームな多世代交流
子どもから大人まで楽しめる内容を企画（工作やおやつ作りな
ど）

【実施主体】よつ葉のクローバー会

【継続の方法】第１日曜日に行う
登録制にせず、ふらっと立ち寄って参加してもらうイメージで開
催

地域包括支援センター松原

タイトル よつ葉のクローバー会

地域課題

・同地区にサロンはあるが、規模が大きく登録制の為、新規の
方は敷居が高く感じてしまう
・少人数で気軽に集まる場所が少ない
・多世代交流の場が地域で無い

地域ケア会議



№ 9 包括名

日にち 2月21日 参加者

六軒屋地区社会福祉協議会（会
長・前会長・役員）、
民生委員、
地域福祉コーディネーター

日にち 9月24日 参加者
長寿会会長、地域福祉コーディ
ネーター

地域協議会

地域ケア会議

会議の成果

【概要】少人数で気軽に体操できる場がないとの課題に対し、
太極拳がやりたいというニーズを検討し、設立に至った

【実施主体】六軒屋同好会、むつみ会、長寿会

【継続の方法】財源は会費500円/月
70人程度収容できる公民館に対して10～15人程度で実施
ソーシャルディスタンスを十分に保ち、コロナ禍でも運動ができ
るよう感染予防に努めながら実施

地域包括支援センター松原

タイトル 太極拳六軒屋同好会

地域課題

　・六軒屋地区では大規模のサロンがあるがその他に集まる
場が少ない
　・新型コロナウイルス感染拡大により既存のサロンが中止に
なっている
　・小規模の人数で運動する場がない



№ 10 包括名

日にち 2月8日 参加者

地区社協会長、
六軒屋指定居宅介護支援事業所管理
者、
認知症初期集中支援チーム、
地域福祉コーディネーター

日にち 3月19日 参加者
地区社協会長、
地域福祉コーディネーター

日にち 7月15日 参加者
地区社協会長、
地域福祉コーディネーター

日にち 9月1日 参加者
地区社協会長、
地域福祉コーディネーター

地域ケア個別会議

地域ケア会議

地域ケア会議

会議の成果

【概要】地区社協の役員を中心に認知症サポーター養成講座を行い、
見守り支援協力員に認知症の理解を深めてもらった
初めに小地区に絞って見守り活動を始め、一人の対象者から見守っ
ていき、モデルケースとしてノウハウを徐々に六軒屋全体に広げてい
き見守り活動を行っていく

【実施主体】六軒屋地区社会福祉協議会

【継続の方法】無理のないよう見守る支援者と見守られる対象者をマッ
チングする
見守り方法は、目視、訪問し声掛けを行う
見守り時に困った際は、包括に連絡をする

地域包括支援センター松原

タイトル 六軒屋地区社会福祉協議会見守り活動

地域課題
・認知症高齢者、高齢者世帯の増
・地域で認知症の方への対応方法などわからない方が多い
・地域住民の関係が希薄化している

地域ケア会議

写 真



№ 11 包括名

日にち 10月26日 参加者
自治会長、管理人、元管理人、
地域福祉コーディネーター

会議の成果

【概要】移動スーパーマーケット「道風くん」に来られる多くは
高齢者で2～3人での井戸端会議は日常的に行われていた
「最近○○さん見ていないな」とか住民同士の会話の中で生
活などに困っている方がいたら包括に連絡してもらうシステ
ムを作る

【実施主体】市営下原住宅自治会、住宅住民

【継続の方法】移動スーパーマーケット「道風くん」の方にも
協力をお願いし見守りシステムのイメージ図、案内を貼って
もらう
何か困ったことがあった際には包括に連絡をする

地域包括支援センター松原

タイトル 道風くん気にしてネット

地域課題

　・住民同士の不仲が一部見られ、サロンでの集まりは場合
によって住民同士のトラブルに発展してしまう
　・下原住宅の周りには商業施設、住宅等が少なく、地域か
ら孤立した環境である
　・高齢化率が45％で、安否確認が必要な独居高齢者、高
齢者世帯が多い

地域ケア会議



№ 12 包括名

日にち 5月20日 参加者
サロン代表、協力員（地
域住民）、地域福祉コー
ディネーター

地域包括支援センター東部

地域ケア会議

コロナ禍における地域住民の見まもり活動

会議の成果

【概要】自分自身の生活を振り返り、健康への意識づけが
できるように、健康チェックシート「しあわせ宝箱」を作成。
サロン参加者宅に協力員が訪問して心身状態を確認。介
護予防体操の情報提供やコロナ関連の詐欺被害防止の
啓発も合わせて行い、地域住民の見まもり活動を実施し
た。

【実施主体】サロン浅山・梅ヶ坪

【継続の方法】今後も新型コロナウイルス感染の第二波、
三波が危惧されている。またその他同様の備えとしても継
続して活用ができる。

【その他】地域協議会にて活動発表を行い、他サロンや医
療機関に広く紹介した。現在、それぞれのニーズに合わせ
て、取り組みの横展開を進めている。

地域課題

　新型コロナウイルスの感染防止対策で地域の集まりの
場である高齢者サロンが長期間休止となった。自粛生活
の中、地域住民の心身の状態が低下しないように地域で
支えるしくみづくりが必要。

タイトル



№ 13 包括名

日にち 7月13日 参加者
本人、本人の義娘、担当ケアマネ、
デイ職員、未来ヴィレッジ代表、
地域福祉コーディネーター

日にち 9月24日 参加者
未来ヴィレッジ代表、喫茶店店主、
地域福祉コーディネーター

会議の成果

【概要】地域の高齢者が手作りした作品を喫茶店で販売。売り上
げを小学校等に寄付し、子供達からのお礼のメッセージを高齢
者に届けることで、高齢者がやりがいを持って作品作りを続けら
れるようにする取り組みを、「未来ヴィレッジ手仕事プロジェクト」
として開始することとなる。

【実施主体】未来ヴィレッジ

【継続の方法】未来ヴィレッジが、地域福祉活動費支援の申請を
行い、活動にかかる経費に充てる。活動の協力者が増えて軌道
に乗るまでは、地域福祉コーディネーターと地域包括支援セン
ターが未来ヴィレッジを支援する。

地域課題

高齢者が自宅で手芸等を続けることは介護予防につながるが、
作るだけではやりがいが無くなり、作品作りを止めてしまうケー
スが地域内に多くある。
道の駅で高齢者の手作り品を販売する例があるように、地域に
合わせたやり方で、高齢者のやりがいや生きがいにつながる取
り組みを行う必要がある。

地域包括支援センター柏原

地域ケア個別会議

地域ケア会議

タイトル
ｗｉｔｈコロナ時代の新しい高齢者の生きがい作り

「未来ヴィレッジ手仕事プロジェクト」が始まります！

[作品提供者のＭさんと] [集まった沢山の作品]



№ 14 包括名

日にち R1.11.28 参加者 民生委員、地域住民

日にち R1.12.20 参加者
町内会長、民生委員、地
域住民

地域包括支援センター中部

地域ケア個別会議

地域ケア会議

タイトル 介護予防を通じた生きがい＆交流の場づくり

会議の成果

【概要】友人作り、健康作りのための手段を体操として地
域で気軽に誰もが集まれる場所をサロンとして展開。令和
２年２月より３ヶ月間の講師派遣事業の利用を経て５月よ
り本格的に住民主体でのサロン活動開始。

【実施主体】地域住民主体の自主事業として展開。

【継続の方法】住民が中心となり、毎週月曜日に旭町学習
等供用施設にてサロン活動を開催。

地域課題

・６５歳以上の元気な高齢者は地域の関係者にお世話に
なりたくないと頑張る方が多い
・元気な高齢者は問題視されにくいため声や情報が入りに
くい
・マンション住まいの方は生活の実態把握が困難
・町内会、老人会の参加率が悪い、役員の担い手がいな
い

[ 会議の様子 ] [ サロンの様子 ]

[ チラシ ]



№ 15 包括名

日にち 9月3日 参加者
民生委員2名、ケアマネ
ジャー、地域福祉コー
ディネーター

日にち 10月28日 参加者

区長代理、地区社協会
長、地区社協役員2名、
老人クラブ理事、民生委
員6名、介護サービス事
業所2か所、地域福祉
コーディネーター

会議の成果

【概要】認知症高齢者、特にひとり歩きをされる高齢者に
対しての理解を深めるための講座を聞き、声かけの方法
や対応方法を学ぶ機会として「ひとり歩き高齢者声かけ模
擬訓練」を実施

【実施主体】地区社協「ウシサン見守り隊」、かすがいおれ
んじプラスカフェ「ハニーシュガー」、地域の施設・関係団
体と協力して展開

【継続の方法】マニュアルとDVD(訓練の様子）を作成し、
地区社協「ウシサン見守り隊」・かすがいおれんじプラス
カフェ「ハニーシュガー」の見守り活動における研修材料と
し、活動に活かす。エリア内他地域での展開

地域課題

　・ひとり歩きをしている高齢者を見かけても対応方法や
　　声かけの仕方が分からない住民が多い
　・郵便局や個人商店が一時閉鎖や閉店し、見守りを
　　担える場所が少なくなっている
　・感染症予防対策のため、住民同士の交流の機会が
　　持ちにくく、住民同士の連携が図りにくい
　・町内のはずれの方は、住民同士の交流が少ない

地域包括支援センター西部

地域ケア個別会議

地域ケア会議

タイトル ひとり歩き高齢者声かけ模擬訓練

チラシ

[ ひとり歩き高齢者声かけ模擬訓練の様子 ]



対応方法を学ぶ

いってきます！

ふりかえり

どこへ
いかれるの？

どこへいこうと
思ったか忘れ

ちゃったの

チラシ



令和２年度 報告書

～地域ケア会議の参加者と創った取り組み～

令和２年12月11日

春日井市地域福祉課

春日井市地域包括支援センター


